
消費者庁説明資料

資料３



消費者のサステナブルファッションに関する認識と行動

問 衣服については、大量生産・供給や廃棄など様々な社会的課題が指摘されています。一方、衣服の生産から着用、廃棄に至るまで、サステナブル
（持続可能）なファッションへの取組も広がっています。
こうしたファッション産業の現状に関するあなたの認識について、最も当てはまるものを１つ選んでください。

問 衣服を買うときに、あなたが特に重要だと思うポイントとして該当
するものを３つまで選んでください。

問 着なくなった衣服を処理する際に、あなたが実際に行ったことがある方
法のうち、回数が多いものから順に３つまで選んでください。（抜粋）
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結果（抜粋）
結果（抜粋）

 物価モニター調査（7月）によると、アパレルファッション産業の環境負荷やサプライチェーンの問題について約6
割が具体的に知らないと回答するなど認知度は高くないが、こうした課題をよく知っていると回答した約4割の消

費者では、衣服を購入するときに環境・人・社会に配慮した製品を購入する割合が相対的に高いなどサステナブ
ルな行動につながっている傾向がみられる。

 したがって、消費者の行動変容のためには、アパレルファッション産業の課題についての認知度を高め、さら
に、とりうる具体的な行動の内容について情報提供をすることが重要。
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問 衣服を購入するときに重視することは何ですか。3つまでお答えください。（お答えは最

大3つまで）

※該当の選択肢がない場合でも、強いて言えばでお答えください。

環境や人・社会に配慮した製法や素材を使っているかどうか リサイクルやリメイクがしやすいかどうか
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問 古着の購入について、あなたの感覚に最も近いものはどれですか。（お答えは1つ）

まったく抵抗感はない あまり抵抗感はない どちらともいえない やや抵抗感がある 強い抵抗感がある
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消費者意識調査（7月）によると、衣服購入時にサステナブルファッションに関連する要素として、

「着回しのしやすさ」「耐久性」を考慮する消費者は比較的いる一方、「環境や人・社会に配慮し
た素材を使っているかどうか」「リサイクルやリメイクがしやすいかどうか」を考慮する割合は低
い。その中でも年齢別にみれば10代・20代で意識が相対的に高く、それ以外の世代で低い。

古着の購入に対しては特に高齢層の女性には「強い抵抗感がある」との回答が多く、年齢が上
になるほど抵抗感が有する割合が高まる傾向にある。
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着回しのしやすさ

耐久性

環境や人・社会に配慮した製法や素材を使っている…

リサイクルやリメイクがしやすいかどうか

SNS映えがよいかどうか

その他

問 衣服を購入するときに重視することは何ですか。3つまでお答えください。（お

答えは最大3つまで）※該当の選択肢がない場合でも、強いて言えばでお答えく

ださい。
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衣服の処分方法については、サステナブルファッションに関連する要素のうち、年齢・性
別別では10代から40代の女性で「フリマアプリやリサイクルショップで売る」、10代・20代、
30代で「お店の回収サービスを利用する」の割合で高い。

 「どのような取組が行政や企業においてなされると、可燃ごみに出す以外の方法をとるこ
とができると思いますか」との質問については、「自治体での衣服の回収」、「企業の回収
ボックスの近隣での設置」の回答が多い。
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問 まだ着られる衣服の処分方法についてお伺いします。あ

なたが実際に行なったことがある方法のうち、回数が多い順

に3つまでお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）

タンス等にしまい込んでいる

可燃ごみとして捨てる

お店の回収サービスを利用する
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寄付する
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当てはまるものはない
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その他

問 まだ着られる衣服の処分方法についてお伺いし

ます。どのような取組が行政や企業においてなされ

ると、可燃ごみに出す以外の方法をとることができる

と思いますか。（お答えはいくつでも）
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行政や企業でどのような情報提供や取り組みなされれば、自分もサステナブルなファッ
ションを実践しようと思いますか、との質問に対しては、「リサイクルの方法を示し、リサイ
クルしやすくする」、「サステナブルなファッションでも価格がそれほど変わらないようにす
る」、「長く利用できるようなリペアやリユースの情報を提供する」との回答が比較的多い。

➡以上のことから、年齢・性別に応じた取り組みが必要であるが、サステナブルファッション
の認知度の向上に加え、リサイクルやリペア・リユース関連の情報提供や仕組みの充実が
有効と考えられる。
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サステナブルなファッションとは何かを分かりやすく広報する

製品ごとにその素材や製造過程について明示する

長く利用できるようなリペアやリユースの情報を提供する

リサイクルの方法を示し、リサイクルしやすくする

サステナブルなファッションでも価格がそれほど変わらないようにする

サステナビリティに配慮した製品を数多く提供し、好みに合うものが選べるようにする

商品の更新（流行）のサイクルを長くする

レンタル・サブスクリプション等により、購入しなくてもいろいろな服が着られるようにする

その他

特になし

問 衣服の選択、購入、利用にあたって、行政や企業においてどのような情報提供や取組がなされれば、自分もサステナブル（持続可能）なファッションを実践しようと思

いますか。3つまでお答えください。（お答えは最大3つまで）



消費者庁の取組
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① 「サステナブルファッション」に向けた消費者行動18のヒントのとりまとめ・公表
消費者意識・行動の変容が事業者の取組とともに不可欠であることから、サステナブルファッ

ションに初めて取り組む消費者を含め消費者向けに、分かりやすく具体的な行動のヒント集を有識
者からのヒアリングを踏まえて取りまとめて公表する。

② 「サステナブルファッション・サポーター」制度の創設による全国的な運動の展開
サステナブルファッションに向けた取組を全国的に推進するため、サステナブルファッションの推

進に賛同いただける著名人・有識者等を「サステナブルファッション・サポーター」として委嘱し、サ
ポーターを通じた消費者向けの情報発信を強化する。同時に一般の消費者にも自身のサステナブ
ルファッションの体験・取組を共有してもらうとともに、サステナブルファッションに取り組んでいる事
業者の情報の発信・共有を依頼し、全国的な運動に展開する。

③アパレルファッション業界における消費者志向自主宣言の促進
消費者庁で進めている「消費者志向経営」（事業者における消費者の声を踏まえた経営やSDGｓ
の取組の実践を促進する制度）に関する取組を自主的に宣言することをアパレルファッション業界
においても促進し、広く参加・実践を呼びかけ事業者におけるサステナブルファッションの取組を促
進する。

④ サステナブルファッション地域実証事業の実施
先導的な取組が見られる愛知県や徳島県において、自治体、事業者、消費者が協働するサステ
ナブルファッションの紹介シンポジウムやサステナブルファッションショー等のイベントを開催すると
ともに、地場産業の未利用素材を活用したサステナブル商品の開発実証を行う。

⑤ サステナブルファッションに関係する種々の認証マークの整理・情報提供
消費者の理解を深め選択に資するよう、既存の各種認証マークの情報を整理して提供する。

※ このほか、サポーター等が参加するイベントも開催



（参考１）サステナブルファッション特設ページ

7URL：https://www.ethical.caa.go.jp/sustainable/index.html
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・エコ商品
・リサイクル商品
・食品ロス削減
・ＥＳＧ投資
・
・クリーンウッド

（参考２）
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エシカル消費

サステナブルファッション



定義

活動

「消費者」と「共創・協働」して
「社会価値」を向上させる経営

消費者志向経営とは

○みんなの声を聴き、かついかすこと

○未来・次世代のために取り組むこと

○法令の遵守／コーポレート
ガバナンスの強化をすること

（参考３）



事業者

 公表された内容を消費者、社会へ広く発信

（推進組織のホームページ等）

 シンポジウム・セミナー等を通じた周知活動

 優良事例表彰（平成30年度第１回実施） など

可視化（見える化）

結果

行
動

宣言

各事業者において消費者志向経営に誠実に取り組むことについて自主宣言を行うとともに、そのフォロー
アップを行う「消費者志向自主宣言・フォローアップ活動」を実施。

推進組織（プラットフォーム）

消費者志向自主宣言・フォローアップ活動

各事業者が取り組むことを自主的に宣言・公表
（理念・方針及び、可能であれば具体的な実績・計画等）

宣言・公表した内容に基づき、取組を実施

実施した取組の具体的内容・結果を公表
（取組のフォローアップ）

事業者
団体

消費者
団体

行政機関

 日本経済団体連合会
 経済同友会
 消費者関連専門家会議（ACAP）
 日本ヒーブ協議会

 全国消費者団体連絡会
 全国消費生活相談員協会
 日本消費生活アドバイザー・コンサルタ
ント・相談員協会（NACS）

 消費者庁

所属団体

210事業者が同活動に参加

（2021年６月末現在）

消費者への事業者の取組
の認知度向上・浸透

消費者志向自主宣言・フォローアップ活動

（参考４）
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